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要旨　本稿は、一人暮らしの女性後期高齢者の日常生活の意識について明らかにした。研
究方法は、女性後期高齢者５人にインタビュー調査を実施し、分析を行った。その結果、
１に依存・自己否定・依存対象の移行・社会的孤立への変容プロセス、２に自立・承認・
幸福体験・信頼の基盤への変容プロセス、そして、３に教訓・規範意識・パートナーの喪
失・自然信仰への変容プロセスが示された。この３つのプロセスは融合し、１つの巡回す
るプロセスをなしていた。これらのことから、現代の単身女性後期高齢者における日常生
活意識は、おもに家族との絆、友人等のつながり、そして自然信仰に存在する主観的幸福
感と通底していることが示された。
Ⅰ．研究の背景と目的
　近年、幸福度研究は学際分野を問わず活発に行われてきている。しかし、東日本大震災
後において、学際の場のみならず、日本中の老若男女が日常生活における幸福度について
捉え直しを行っている。特に、「人との絆・関係性」と幸福度との関連が問われているの
ではないだろうか。本稿では、人との関係性について内閣府「平成 22 年度国民生活幸福
度調査」の「主観的幸福度を判断する際に重視する項目の上位５位」の結果における、「友
人」の項目に注目してみたい。男女とも 35 歳～79 歳までの年齢階層（一般的なイベント
として結婚・子育て・就業・退職等）は、「友人」の項目を挙げていない。ただ、女性の
75 歳以上の後期高齢者階層は「友人」の項目を挙げている。この調査結果により、女性
後期高齢者階層は幸福度の判断材料になるような「友人」関係を形成しており、その親和
的関係は幸福度の上昇と比例していると考えられる。なお、ここでの高齢者の幸福度は、
和田（2001）のいう「自らの人生の意味を納得的に理解することである」と捉える。
　女性後期高齢者が幸福に値するような友人との関係性を保有するには、なんらか特有な
日常生活上の自分らしい意識があるのではないだろうかと推測される。
　たとえば、女性後期高齢者は子供との別居やパートナーの喪失により一人暮らしとなり、
また兄弟姉妹や親戚という血縁を失うため、近所の人や友達という地縁関係が強まり、そ
こに幸福を感じるというストーリーを描くことは、あながち間違いの範疇とも言い切れな
いが、それでは単純なストーリーでありすぎるだろう。あるいは、配偶者の親と同居する
成人期の女性は、自分の自由時間が持ちづらいということから、社会的ネットワークを形
成・維持するうえで不利な状況があるとされる。そして、実親義親の介護等に女性自身の
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時間を費やす状況となれば、成年期後半と前期高齢者の時期は、持続性の高い友人関係を
持つことは不可能で、社会的孤立に陥りやすいとも言える。このストーリーの延長線上に
おいて後期高齢者層になると、本来持続していた社会的ネットワークの形成力・コミュニ
ケーション力を発揮し、近所の人や友人との「ゆるいつながり」に幸せを感じるというこ
とはあり得る。いずれにしても、一般に、他世代に比べて所得格差が激しく、健康不安が
ある高齢者の最大の負のイベントはパートナー等の喪失であり、その思いを共有するのは
子供家族・親戚または友人ということになろう。
　以上の背景を踏まえて、本研究では、パートナー喪失による単身女性後期高齢者を対象
に、一人暮らしへの分岐点における自立と依存の変容プロセスを示し、現代の女性後期高
齢者の日常生活上の意識について時間軸を通して明らかにする。なお、先行研究において
は、女性後期高齢者は「女性高齢者」または「後期高齢者」に括っている場合が少なくな
い。また、女性後期高齢者を対象から外した状態で、「女性高齢者」とする等が見られる。
それは女性後期高齢者の生活意識の表象等については、他との有意差があまり見出せない
からとも言える。このため女性後期高齢者としての日常生活意識はさほど明確にされてい
ないが、ここでは、前述した高齢者の自立意識に結びつく、主観的幸福感について触れて
いく。
　高齢者の主観的幸福感については、数多くの研究がなされている（竹内ら 2011；深堀
ら 2009；岡本 2008；福田 2002）。竹内ら（2011）は、農村部で暮らす高齢者の主観的幸
福感に関連するものとして、社会活動の中でも個人的レベルの活動（近所付き合い・近く
の友人や親せきを訪問）、主観的健康観、家族構成であることを報告している。また深堀
ら（2009）は、主観的幸福感が高い者ほど健康管理自己効力感が高く、介護予防行動への
負担感が低いという結果を示している。先行研究において、主観的幸福感は、健康観、家
族構成、個人的活動が関連していると示されている。
　このような先行研究結果を踏まえ、本研究においては、日常生活におけるスタンダード
な単身女性後期高齢者の意識モデルの一つを提示する。そして、幸福感を伴う自立の要因
を明らかにする。
Ⅱ．研究方法
１．調査対象者
　本研究では、Ａ地域包括支援センターで担当している介護予防・要支援の認定を受けた
単身女性高齢者５人を対象者（平均年齢 78.2 歳）とし、以下に、対象者の概要を示す。
対象者 年齢 独居年数 娘息子の住居 介護サービス利用状況
A
B
C
D
E
80 代
80 代
70 代
70 代
80 代
25 年
５年
５年
８年
15 年
同県内
同県内
他県
なし〈兄弟は他県〉
同県内
訪問介護・週１回
通所介護・週１回、緊急通報装置設置
通所介護・週１回、訪問介護・週１回
訪問介護・週１回、緊急通報装置設置
訪問介護・週１回
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２．分析方法
　本研究は、パートナー喪失後の一人暮らしへの分岐点において、生活での「自立」と「依
存」等について相互に巡回するプロセスを明らかにし、その結果から女性高齢者の日常生
活上の意識のあり方について検討することを目的としている。対象とする事象は、女性高
齢者とパートナー、親、娘息子、女友達という対人関連とともに、過去の体験や苦難、さ
らには社会的規範や生活に根付いているスピリチュアルな自然信仰という時間軸に及んで
いる。対象者の独居年数に差を設けることで、時間軸に幅を出し定着した概念やカテゴリー
を生成することができると目する。
　このような研究であることから、プロセスを構造的に捉える分析を行った。方法は分析
焦点者と分析テーマを設定し、その範囲内における理論を生成する。本分析においては、
分析焦点者を「一人暮らしの女性後期高齢者」、分析テーマは「一人暮らしへの分岐点に
おける女性後期高齢者の自立と依存の変容する巡回プロセス」とした。インタビュー調査
は、2011 年の８月から９月の間に対象者の自宅で、事前にインタビューガイドを作成し
半構造化インタビュー（平均所要時間 49 分）を行った。
３．倫理的配慮
　調査協力者には、調査について事前に口頭及び文書にて説明を行い、協力への同意を得
た。インタビューにより、対象者はパートナー喪失時のことを回想する可能性があること
から、心身の負担に十分配慮しながら進めた。また、全てのインタビュー内容は IC レコー
ダーで録音し、逐語録作成の段階で発言内容によって個人が特定されないように重ねて配
慮した。
Ⅲ．結果：３つのストーリーラインと、それらの融合する巡回プロセス
　本研究では、インタビュー分析から、30 の概念、12 のカテゴリーを抽出した。そして、
一人暮らしの女性後期高齢者にとっての日常生活の自立意識は、《自立》または《依存》
のどちらかに定まるものではなく、《自立》と《依存》の間を揺れ動いているという状態
が見られたので、《自立》と《依存》の２つを中核のカテゴリーとした。さらに、３のストー
リーラインと、それらの融合する巡回プロセスが見出されたので、以下に示す。なお。自
立には経済的、精神的、社会的自立等がある。本稿での自立とは、「介護福祉士養成講座
１人間の理解」でいう「他人の援助を受けるにしても受けないにしても、自分の行動に責
任を負うことであり、同時に自らの能力に合った生活を自分で選択し、実践すること」と
し、依存は自立と相対する関係としつつ、カテゴリーと概念を生成している。
　一人暮らしの女性高齢者の《依存》は、《自己否定》を伴いながら娘息子等へと《依存
対象の移行》を試みる。それが拒否されると家に引きこもりがちになり、《社会的孤立》
に陥りやすい。一方、《自立》は、子どもの頃から《自立》のベースはあるものの、他者
からの《承認》を得て、今までの体験を《幸福体験》に転換させ、人との《信頼の基盤》
を確立するに至る。また、会得してきた《教訓》や《規範意識》は、日常生活上の判断基
準の全般に関連しており、先達の慣習に倣った《自然信仰》は心の拠り所となっている。
そして《教訓》、《規範意識》、《自然信仰》は《喪失の受け入れ》後の意識に深く係わり、
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特に《自然信仰》は、加齢とともに徐々に《自立》と《依存》の価値判断に浸透し影響し
てくる。このような女性高齢者の《自立》と《依存》の巡回プロセスの３つのストーリー
ラインをより詳細に述べ、幸福度と通底する意識の変容を確認する。
　なお、広辞林によると、教訓は「個々人の体験等から後々の戒めとなるような教えを得
ること」、規範は「判断・評価・行為などの、のっとるべき基準」であり、本稿でも同じ
定義とする。また、カテゴリー《　》、各カテゴリーを構成する概念〈　〉とし、語りの
引用データは「　」で示す。全てのカテゴリー等の融合する関係は図１に提示する。
１．《依存》から《自己否定》・《依存対象の移行》・《社会的孤立》への変容プロセス
１）《依存》、《自己否定》
　一人暮らしになっても、パートナーへの《依存》状態は抜けきらずに生活しており、過
去の《依存》していた自分の行動では対処できない事態が発生すると〈戸惑い〉を感じる。
　その現れは、「主人がいなくなってから性格が変わったのか、あまりしゃべりたくない
んですよね、この頃は、皆といる時もしゃべりたくなくなった、ご主人がなくなってから、
この頃変わったわねと言われる。しゃべりたくなくなった、全然しゃべりたくないってい
う感じ（対象者 B）」と語られるように、喪失の受け入れができず、日常生活上における
意識の変容を迫られて戸惑いを隠せなくなる。
　そのような一人暮らしの生活において、「自分では神経質ではないと思っていたが、結構、
友人の指摘では神経質って言われる」。今まで気にならなかった〈他者からの批評〉が気
になってくる。また家の戸締りの再々度の確認などの神経質なところや、「自分で言っても、
やはり自分を通すことはない」など、それらを自分の欠点と思い〈自己否定〉を行う状態
に陥る。このようなことが度重なると、生活の全てについて、他者から指摘されることや
図１　一人暮らしへの分岐点における女性高齢者の「自立と依存」の巡回プロセス
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自己主張の弱さ等を含め、《自己否定》を起点に物事を捉えていくようになっていく。
２）《依存対象の移行》
　過去のパートナーとの生活を振り返ると、自分を抑えることで依存した関係を保持し、
パートナーに言われた通り行動することで自発性を発揮せず、自信を持てずにいた。この
ことを反省し、〈依存を否定〉する気持ちも出てきている。
　たとえば、「お恥ずかししいのですが、私は生活費だけもらっていた。お前には任せら
れないと言われ、私にはできません、よろしくお願いしますという感じで、自分を抑えて
いる（対象者 C）」、「主人に相談して困難を乗り越えてきた、主人にこれはこうしたらい
いよって言われて、とにかく頼りにしたのは主人だから、自分からというのができないん
ですよね（対象者 B）」との語り。
　また、過去の〈パートナーとの喧嘩〉において、「私の方が、ごめん威張っていてもやっ
ていかれない一人じゃと言う、ごめんねと謝っちゃう」という、常に自分から謝る夫婦の
理不尽な力関係を認識していた。しかし、「やっぱり、お父さんがいないとだめだわって言っ
ちゃうんだよね、すると機嫌よくなるんだよね」と語るように、パートナーに《依存》し
機嫌を取ることが、家庭生活を安定させる条件であったことは否めない。パートナーの喪
失後は、〈娘息子への依存〉、つまり《依存対象の移行》への期待を言動に表し、「長男に
相談している、あたしが具合が悪くなったらどうするのと聞く」ことが多くなる。しかし、
娘息子を代替とした《依存》を再度獲得することは難しく、「具合が悪くないから、やれ
るところまでやってみましょうよと言われ、自分から勇気を出してやってくれよって言わ
れ」、ジレンマを感じている。
３）《社会的孤立》
　思えば過去において、家族の中で放っておかれ育ったと感じている自分や、親の愛情を
欲していたが、目に見えてはその愛情を捉えることができなかった自分が思い出され、親
の愛情に依存できずにいたことを自覚する。それは親の愛情の〈姉妹の差異〉により、親
との依存関係は不成立が生じていた。
　たとえば、「５人兄弟、姉妹の真ん中、上にも話したり、下にも気を使う、決していい
育ち方はしていない、栗はだいたい３つ入っているが真ん中はぺっちゃんこと言うではな
いですか、典型的ですね、上は大事大事でしょ、下も親はかわいいから大事大事で、真ん
中は放っておかれる（対象者 C）」との思いがある。
　このような成長過程における女性同士の諸所のネガティブな関係から、〈女性の嫌いな
面〉は「人のために協力してやってくれる」という行動が見られないとし、友達はたくさ
んいるが、「女の友情は信じられない」場合があると考えている。「相性の悪い人とはあい
さつ程度にして、好きでない人とも顔を合わせれば、ご挨拶したり一般的な話はするけれ
ど（対象者 E）」という語りのように、人との親しいコミュニケーション等は嫌いではな
いが、友達に依存の代替は求められないまま時間の経過と共に〈交友の制限〉をし、家に
引きこもりがちになる、言わば〈社会参加の希薄〉さが示されている。「呼ぶのはいいけど、
よそのうちに行くのはいやなの、私が出ることはしない、みんなお菓子を買ってきてくれ
る（対象者 B）」と語るように、自分と近所の人、姉妹関係、女友達との交友等、人のつ
きあいに対し制限を設け、または関係に線引きをし、《社会的孤立》に変容していく。
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２．《自立》から《承認》・《幸福体験》・《信頼の基盤》への変容プロセス
１）《自立》
　過去において、たとえば、「お金は全部主人がやっていた、お父さんにお金がないよっ
て言うと、金くれるし、ずっとそれで終わった、自分でやろうとは思わなかった、幼稚と
いうか（対象 B）」というこの語りにおいては、パートナーの給与から生活費のみを手渡
されて生活してきたため、パートナーへの依存度は高かったが、「私は幸せだった」と〈依
存を肯定〉している。また、〈自分らしい選択〉「主人がなくなる時、一緒に暮らすとも一
人で暮らすとも、好きにしなさいと言われた、定年後すぐ死んでしまった、お嫁さんとい
ざこざがあるのは、孫にうちに来ればいいじゃないと言われたけれども一人で暮らすこと
にした、のんきでいいです、自分勝手気ままできるし、生活費も主人の厚生年金も半分も
らえるから、息子からもらわなくても自分一人で生活できますし、それが一番ですよ（対
象者 A）」という語りは、自分らしい生活・《自立》の模索が始まっている様子が現れて
いる。
２）《承認》
　一人で暮らすことを自己決定し、生活について思考する状態が示される。喪失体験を経
て、日々の生活の中で心の安定を求めている状態が見られる。自分の性格について短所長
所を十分認め、自然体の様子として、「こうやんなさいというのは嫌だから、はみ出してやっ
て、自分がホッとしている」という〈自分らしさを肯定〉する。また他者から受け入れら
れている自分を居心地よく感じる〈他者からの承認〉〉の様子として、「いないと寂しくな
るわよ、なんて言われる」雰囲気の中で、前向きな気持ちを維持し、「周りにいい人が多
いし幸せだ」と思っている。このように、自他からの《承認》を獲得している。
３）《幸福体験》
　《承認》を得ることにより、自分が育った家庭の暖かさ、経済的豊かさ、親戚との信頼
関係等を思い出す時、〈家庭の暖かさの感知〉がなされ、自分らしさをより一層好意的に
捉えることが可能になる。たとえば、「姉の影響が強かった、姉が先生だったから、父がしっ
かりしていたし、物の不自由さはあったが家庭の苦しさはなかった、この時代で女学校に
行ったなんて何人もいないでしょ、あんた御嬢さんじゃないのと言われた（対象者 A）」
という語りや、「小学校時代は平和だった、いい先生もいた、だから私、本当に幸せだっ
たのよ、苦労知らずというか」という語りに現れる。
　高齢者の承認は、人生の不幸を記憶から薄れさせ、幸福なそれは、体験事態は厳密に言
うと事実とは違ってはいるが、幸福感を懐かしむという〈幸福体験の振り返り〉を得ると
いう精神の余裕となって表出している。高齢者の《幸福体験》は子どもの頃の家庭の暖か
さ・豊かさを回想し懐かしい思いに浸るという過去だけのものではなく、今の生活の幸福
感につながっている。
４）《信頼の基盤》
　女性高齢者の《自立》の意志は、女友達との交友、社会参加等の人間関係における《信
頼の基盤》を確保した後、人との深浅な係わりの中で強まってくる。たとえば、「嫌いな
人と付き合わない」ことで、一定の友達関係を良好に保ち〈女友達との親密度〉を高めて
いる。また〈女性でよかったと思う面〉として、「力仕事をしない」、「ちょっとした失敗
でも男の人からぎゃあぎゃあ言われなかった」、「男の人だから言われることが女の人は言
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われないことがあった」、「男の人だと一生働き続けて家族を守って」気苦労が多い等、女
性で得をしたことが多いというポジティブな感性を基本にしていることから、後期高齢者
となった今でも、男女に関係なく、人の親切は心から嬉しいと素直に喜べる。また、自分
の特技や趣味により、無理なくボランティアや老人会の役員等の社会貢献を行っている。
「できる時に、やれることは皆のためにやったのがいいんだな、出しゃばりじゃなく」の
語りにあるように、生涯学習を楽しみ〈積極的な社会参加〉を行うことで、《信頼の基盤》
が培われていく。〈娘息子への思い〉については、年をとっても親子は親子であり、娘息
子への愛情を普段の親子の会話の中で表現し伝えており、子供からの電話や訪問はとても
嬉しいと素直に思う。
　たとえば、「強がって生きていますけれど、本音を言えば、人の気配があるのはとって
も安らぎます、この間はあんたたち（娘と孫）じゃまっけだけど、いると何となくホッと
するねと言った。年寄りは嫌われないようにする方がいいんですよね、それを承知してい
るんですけど強がっちゃうの（対象者 E）」、「お稲荷さん買ってきたから、孫がおばあちゃ
んちで食べて行こうかなんて言って、孫と一緒に食べられてよかったわって本音を言いま
した（対象者 E）」との語りがある。こうして、《自立》した一人暮らしを前提に、娘息子
との関係を保っている。
３．《教訓》、《規範意識》から《自然信仰》、《喪失の受け入れ》への変容プロセス
１）《教訓》
　〈成年期の生活苦〉については、「何しろ戦争でね、お金があっても物のない時代、戦争
がなかったら御嬢さんでいれたかもしれないけど、その後やったこともない百姓を 20 年
もやったのよ、戦争のおかげで物のない生活、戦争で苦労して戦争は二度といやね（対象
者 A）」と語るように、戦争体験や見知らぬ土地での農業自営での苦労が思い出される。
戦争のおかげで物のない生活により苦労し、その後の人生も苦労の連続となった。また、
社会で男女参画が謳われ始めた前後の就業という面では、男性社員に使われるパート勤務
の悩み等々が挙げられている。
　女性後期高齢者は、戦中戦後の人生の苦労の連続の中で自分を活かし、困難を乗り越え
てきている。それらの体験をとおして、「ある程度、人間って苦労しなければいけないなっ
て思いましたよ、人の痛みとか、私はいろいろ苦労してけれども、息子には、あんた人に
は良くしておきなさい、いずれ自分の身に回ってくるんだからねって言うんです、私はあ
まり人が嫌がることを言わなかったから、私は好かれていた、だからよかったです、人間っ
て苦労しなくちゃダメだなと思いました（対象者 A）」という〈困難の清浄〉を行うとと
もに、人間関係において人の嫌がることを言わない等の《規範意識》で、自分を生かすこ
とに努め《教訓》を活かしている。
２）《規範意識》
　過去から得た《教訓》と現在の日常の《規範意識》とは相俟っている状態が見られる。
　たとえば、一人住まいによる生活のメリハリがつけにくく、「この頃、お化粧もね、先
生の所に行くときはお化粧もしていくが、家にいる時はしない、何にもやる気がなくなっ
て、先生の前でぼさぼさはいやだから、美容院に行く（対象 A）」など、体調不良から身
だしなみ程度の化粧、整髪も苦になりつつある状態となっている。しかし、〈装いを意識〉
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し、「襟の空いている服なんか空きすぎだよと言われても、私はいいからと言う。派手な
ほうがいい（対象者 B）」と自分の好みの服を着ることで、自分らしく落ち着いた時間を
過ごしてもいる。また、加齢とともに「足が不自由、歩けないのがね」という〈身体的不
安〉を抱え、生活にも支障が出てきていることと、一人暮らしのため、近所の人のさりげ
ない心使いをありがたく思い大事にしたいと思っている。このように、日常生活における
〈自然な人とのつながり〉に対する思いは、教訓と規範意識に裏付けられている。それは、
たとえば「「近所の方は大事にしたいと心掛けている、何かあった時っていうか、門が開けっ
放しにしていると気にかけてくれる、どうしたの、門が開けっ放しだよって来てくれた、
あの震災の時なんか、ご近所の人はありがたいなと思う、２-３日姿が見えないけど、ど
うしてるって、携帯で聞いてきてくれる（対象者 E）」の語りから読み取れる。
３）《自然信仰》
　《教訓》や《規範意識》は、《自然信仰》に浸透している状態が見られる。
　その一つは、語りの「美容院で 10 年ぶりに会った人がいた、偶然って絶対にありますね」
という、人生において〈偶然の巡り会わせを信じる〉ということ。もう一つは、自分では
どうしようもできないとわかっている家族の不運について、祈ることにより救いを求める
こと。そして、母として家内安全と家族の幸福を毎日の生活の中で願っていること等が挙
げられる。語りに「神様って別に信仰しているわけではないけど、やっぱり祈りますね。
それから月に祈るとか、お月様に手を合わせることもありますね。夕日にちょうどあえば、
一日どうもありがとうございましたという気持ちになる。月にはずいぶん手を合わせたわ
ね。娘が網膜剥離になった時には、私の片目をあげますので娘を助けてくださいとか、月
がなんか心の拠り所になるのよ。月信仰かな（対象者 E）」とあり、このようなことは過
去から得た《教訓》や《規範意識》により、人とのつながりを「ご縁に始まり、ご縁に終
わる」と思考するとともに、暮らしの中で〈祈りの習慣〉を持たずにはいられないという
意識は強い。
４）《喪失の受け入れ》
　《自然信仰》は、《喪失の受け入れ》体験を得て、一層、女性後期高齢者の日常生活に密
着してくる。《喪失の受け入れ》はパートナーの介護、看取りを通して、自分の中で死別
の心づもりをし、夫への愛情と自分の体力の限界に近い状態となり〈別離〉を迎える。
　語りに、「一人で主人には足かけですけど５年、植物人間のようで看てきましたので、
後悔とかなんかなかったんです、十分したってことはないとは思いますが、お金もずいぶ
ん使いましたし、体力も使いましたし、時間もほとんど主人のために費やしたので、割に
早く逝っちゃってかわいそうという気持ちはありますが後悔はありません、今はね」「何
の感情表現もなかったですからね、楽になったと言えば言葉が悪いですが、私も左手が麻
痺してしまった、自分が自分でなくなっちゃうっていうかね、辛かったですよね（対象者
E）」とある。
　〈別離〉により、パートナーとの共有した時間の意味づけ等を含む〈存在の確認〉として、
「私の人生は、本当にのほほんと過ごしちゃったなあと思う、でも親たちは喜んでいた、
こんないい人はいないって、私は、あのお父さんでよかったなと思う（対象者 B）」と語る。
パートナーの存在の大きさに改めて気づき、依存していたことを肯定的に捉えている。
　以上、《教訓》や《規範意識》は《自然信仰》に浸透し、その変容の展開として、《自然
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信仰》は、《喪失の受け入れ》を経た女性後期高齢者の「《自立》と《依存》」の意識に徐々
に沈下し、影響を与えているという変容プロセスが見られた。
４．一人暮らしへの分岐点における「《自立》と《依存》」の融合する巡回プロセス
　プロセスの全容は、「《依存》から《自己否定》・《依存対象の移行》・《社会的孤立》への
変容プロセス」と、「《自立》から《承認》・《幸福体験》・《信頼の基盤》への変容プロセス」
は互いに「《教訓》、《規範意識》から《自然信仰》、《喪失の受け入れ》への変容プロセス」
につながり、それらは融合していく巡回プロセスを成している。
　《喪失の受け入れ》は、悩みの渦の中で、《自立》と《依存》に影響し、《承認》・《幸福
体験》や《自己否定》・《依存対象の移行》をも揺さぶり変容のプロセスの逆行もあり得る。
《自立》と《依存》は、状況により互いの占める割合は違うけれども、一人暮らしの女性
後期高齢者は、《自立》の意識を強く持とうとしている。
Ⅳ．考察
１．現代の単身女性後期高齢者の自分らしい日常生活意識・「自立」と「依存」
１）「自立」と「依存」
　本研究では、パートナーの喪失により、今までの行動パターンとは違う日常生活を送る
ことになった単身女性後期高齢者の意識を調査した。一人暮らしをするか、子供世帯と同
居するかの選択は、パートナーの喪失後、事あるごとに思考されている。また、女性後期
高齢者の日常生活の意識は、自立と依存を中心に変容し融合する巡回プロセスが成り立っ
ており、その分析結果の表し方も時間軸を加味しながら動的に捉えられる。
　そういう意味で、図１で示したように自立と依存について、２つの風船に例えて説明す
る。つまり、接触している風船は膨張したり収縮したりし、互いに圧迫し合っている。依
存しつつも自立しており、自立しつつも依存しているという関係性がある。依存の風船か
らは、自己否定の気持ちや依存願望が出てきて、娘息子への依存対象の移行を試みようと
するが思うようにならず、そのことが日常の悩みとなり、引きこもりがちな社会的孤立の
状態を生む。また、これは逆流し依存という風船を膨らませることにもなる。この依存の
変容プロセスには、時間軸で見ると、過去のパートナーとの依存関係、親の姉妹間への愛
情の差異等々が関連している。また自立の風船からは、依存を肯定しつつ自立の意識が噴
出され、自己の肯定や他者からの承認を得ることによって、過去の体験を幸福に感じ人生
をも肯定することができる。このプラス思考が人との信頼の基盤を生む活力となる。これ
も逆流し自立という風船を膨らませる。
　一方、単身女性後期高齢者のもつ規範意識や教訓は、個人差はあるものの、自立や依存
の変容プロセス全体に影響を及ぼしている。過去の生活苦や困難な体験からの教訓と相
俟って、幼少から身につき確立された規範意識は自然信仰に落とし込まれていく。パート
ナーの喪失後の日常の悩みの中で、自然信仰から得た平常心と幸福感は、自立と依存の意
識に徐々に浸透していく。
２）自然信仰
　現代の女性後期高齢者は、戦争体験やその後の復興、産業化、都市化という大きな社会
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変動を経験してきた女性たちである。そのような時代背景のもと、個々人は教訓と規範意
識を身に付けている。そして前述のとおり、教訓と規範意識は自然信仰に影響している。
　本稿での自然信仰とは、習慣化した民間信仰や季節の催事や冠婚葬祭などの儀礼化した
信仰を通して、個人の中で自然に発生し完結する信仰と捉える。本研究の対象者の一人は
「月信仰（月に手を合わせ、祈願する）」を挙げているが、例えば、地域の神社でのスピ
リチュアルな祈りや、お地蔵さまにお菓子を供える、ご来光に祈願する、位牌に手を合わ
せ亡き人に近況の報告や悩み事を言う等がある。このような自然信仰は世代に関係なく行
われているが、本研究に限って言えば、単身女性後期高齢者の自然信仰は、年齢を増すご
とに機会、時間ともに増加・深化していく傾向にある。
　日常生活を平凡で当たり前で常識的に毎日起こるありふれた事と捉えると、そこでは、
「見えてはいるが、おぼろげとした気配」への感受性が強まり、自然信仰へと結びついて
いると考えられる。このような意識について阿難（1996-111）は、「人生を納得したいと
いう願望だけは、どのような人間においても生きている。そうした願望にできるだけ選択
肢を与えることができる環境こそ、人生の豊かさを決める。」と述べている。
　また、内閣府「国民生活に関する世論調査」の「これからは心の豊かさか、物の豊かさ
か」の質問の集計を見ると、1970 年後半から「物の豊かさ」より「心の豊かさ」を重視
するものが上回り始め、1990 年以降は両者の開きが大きくなってきている。さらに 2010
年の調査結果は、「心の豊かさ」は「物の豊かさ」の２倍となっており、「心の豊かさ」と
答えている割合は 70 歳以上の女性に多い結果となっている。単身女性後期高齢者は、日
常生活での「心の豊かさ」を求める一つのツールとして、自然信仰を行っていると見るこ
とができる。最晩年とも言える女性後期高齢者は、人生の不条理性と苦悩の正常性を受け
止め、自分の死も近くなり、人生を納得させる意識・願望として、自然信仰があっても不
自然なことは何もないであろう。
３）友人
　単身女性後期高齢者の変容していく巡回プロセスにおいて、冒頭で示した主観的幸福度
を判断する際に重視する「友人」とは、《信頼の基盤》の〈女友達との親密度〉、〈女性で
よかったと思う面〉にでてくる人との関係である。実際には親戚、近所の人、デイサービ
スで知り合った人、幼友達、同窓生等の限られた対人関係の中で、うわさ話（世間話）の
できる人が「友人」となる。
　うわさ話とは、その会話の内容の 80％から 90％は名前を挙げた周知の人物（自分を含む）
に関するもので、会話の中身の３分の２は自分に関する打ち明け話であることがわかって
いる。その 11％は心の状態（孫がかわいくってね）とか、体に関するもの（左膝が痛く
て歩けないの）。残りは好み（甘い物、そう、羊羹が好き）や予定（月曜日はデイサービ
スがあるから、病院は火曜日に行くことにする）、そしていちばん多いのがやったこと（昨
日は、庭の草むしりをやった）であるとされている（Bjorklund　2008）。また、Gazzani-
ga （＝ 2008：140）は「うわさ話のおかげで自分の意見を言ったり助言を求めたり、同意
や不同意を現したりできる。」としており、この視点からも女性後期高齢者は友人とうわ
さ話をする行為を有益であるとし、実際に、そのひと時を楽しんでいる。このような実態
から、女性後期高齢者層は、幸福度を判断する際に重視する項目で「健康」、「家族」、「自
由時間」の次に「友人」を挙げていると考えられる。これと同様に赤沢ら（2008）は、「同
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居家族以外の友達やご近所という人間関係は、必ずしも家族の代替機能を果たすほどには
増加しないが、維持されている。」と述べており、その調査結果では友人の交流頻度は高
いとしている。
　また、浅川（2005：11）は「女性高齢者は隣家を〈隣に住む人／世帯〉として認知して
いることに加えて、その８割がお互いに行き来があったり、旅行土産のやりとりをしたり
している。これらの交流は友人と呼ばれるような人々との間で交じわされる交流である。」
とし「このつきあいのパターンである人は地域社会に対する関心が高い」と示している。
浅川は、年齢に関係なく大枠で 60 歳以上を女性高齢者と括っているが、本対象者である
単身女性後期高齢者もこのような友人との交流はある。しかし、地域社会への関心が高い
とまでは言えない。浅川の研究において、対象者を 60 歳以上の女性高齢者として調査分
析しており、単身女性後期高齢者とは、そもそも地域社会の広狭範囲が違うこともあって、
本対象者の日常生活の意識との比較は一概にできない。
２．単身女性後期高齢者への自立支援と家族
　平成 22 年度の国民生活基礎調査の統計によると、65 歳以上の者の「単身世帯」数は年々
上昇傾向となっており、その中で女性高齢者の単身世帯の割合は 71.7％、また女性高齢者
単身世帯のうち後期高齢者の割合は 59.4％である。このような状況のさらなる数値の上昇
は 2030 年まで推移されている。そして、「子と同居」の割合は低下傾向であるとともに、
既婚の成人子と老親との同居も減少している。本対象者も成人子とは別居状況にあり、車
で片道１時間以上離れた所に居住している。それにより自立と依存の狭間で揺れ動くジレ
ンマが生じている。前田ら（1987）は、女性高齢者の配偶者の有無は、主観的幸福感に有
意の影響を及ぼさないという分析結果を得た。そして、その理由として、パートナーの死
別後は、成人子と同居しているのが大部分なので、主観的幸福感があまり下がらないのだ
ろうかと推測している。確かに 1980 年代後半においては、高齢者の「子と同居」の割合
は高い傾向にあるが、この文脈では、一人暮らしの高齢者は「子と同居」している高齢者
より、主観的幸福感が低いということも予想される。現代の高齢者は、パートナー喪失に
おいて「子と同居」あるいは「他人と同居」を実現するよりも、家族の絆や友人等とのつ
ながりという人的関係性を保つ、または深めることで、主観的幸福感を急下降させないこ
とが重要となる。そして、実際、高齢者の独居年数が長くなれば、時間の経過による喪失
体験の記憶も薄れていく傾向が見られることは、本研究においても同様であった。
　また、上記の国民生活基礎調査の統計では、全人口の要介護者等（要支援を含む）のう
ち女性の占める割合は 67.2％、その女性要介護者等のうち 80 歳以上の人の割合は 70.6％
となっている。本対象者も要支援者であり、関節疾患、高齢による衰弱、脳血管疾患等に
よる身体疾患が見られるが自立生活を維持している。介護サービスの利用状況は、料理や
掃除、洗濯、買物などの介護予防訪問介護の家事援助と、介護予防通所介護の利用を週に
１回程度として、A 地域包括支援センターの相談員は介護計画を立て自立生活への支援
を行っている。実際には、相談員の相談業務には、傾聴・共感等のソーシャルワークが広
範囲に含まれており、要支援者が自己覚知をし、自己決定に至るまでをサポートしている。
いわゆる、相談員は高齢者のもともと持っていた力を引き出すソーシャルワーク実践を
行っている。
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　このことは、高齢者の社会的孤立について冷水（2009：51-59）が、「一面からみると、
一人暮らし高齢者の大半は孤立しておらず、社会的ネットワークの中で、多かれ少なかれ
親しい人との対面的・非体面的接触を持っていることを示している。」と述べていること
に関連している。単身女性後期高齢者は、身体的不自由、食事や睡眠等の健康習慣の崩れ、
精神的不安等の初期的段階で、地域包括支援センターにつながりっており、その包括的支
援システムにより孤立の予防がなされてきていることは、本研究においても確認できてい
る。親戚・友人を招いたり、家事をこなしたり、電話でおしゃべりをする等の自宅内で完
結する活動傾向は見られるものの、それは孤立状態ではない。しかし、孤立に陥りやすい
状況とも言えるので、通所介護等を利用することで社会的つながりを保てるようにしてい
る。また、自然信仰を長年続けることにより、自身の精神のバランスを保ち、知らず知ら
ずにストレスの解消とマインドコントロールを図る効果が出ている。
Ⅴ．本研究の限界と今後の課題
　本研究は、一人暮らしへの分岐点における自立と依存の巡回プロセスをあらわし、単身
女性後期高齢者における、主観的幸福感と通底する日常生活の意識について明らかにした。
そこには、これまで報告されてきた「家族との絆」と「友人等のつながり」があり、そし
て、本研究の知見として「自然信仰」とが、必然的なものとして存在していた。
　その「自立」と「依存」の狭間を浮動する意識の様相は、総体的に見れば、「自助」の
意識でもあると捉えることができるが、このことは、紙面の都合により別の機会に論じる。
　本研究の限界は、面接式調査方法により、現在の経済状況や死生観等のネガティブな意
識の様相または変容を、詳細に示すに至らなかった。そして、質的研究としての方法論的
限界から、得られた知見に対する一般化の立証がなされていない。
　このことから大都市、や農村地域のより多くの一人暮らしの女性後期高齢者を対象に同
調査等を重ねていくこと、また、心の拠り所となる自然信仰の実態を明らかにしていくこ
とを、今後の課題としたい。そして、女性前期高齢者との違いを導くとともに、今後の単
身女性後期高齢者のセルフ・メンタルケアと自立支援の展開を検討したい。
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